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研究成果の概要（和文）：高齢者が起こす交通事故は増加しており社会的な問題である。本研究の目的はその実態を掴
み、運転適性を調べる方法を開発することである。そこで75歳以上の免許保有者への実態調査を行った。認知機能の低
下者は全体の一割だったが、生活が不便になるので免許の返納を望まなかった。次に高齢者の運転適性を調べるVFIT-E
Vを65歳以上の者20名に実施し、良好な信頼性を得た。また妥当性検証のため、65歳以上の者20名に自動車教習所内の
コースを走行させ、採点結果と比較し良好な相関が認められた。最後に高齢タクシー運転者13名を対象に事故歴など運
転状況とVFIT-EV成績を比較したが、その相関は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：The traffic accident by senior drivers has been increasing more recently in Japan.
 The purpose of this study was to develop the screening tool of fitness to drive. Then, we performed the f
actual survey to the senior drivers aged 75 and over. As a result, 10 percent of them to whom the cognitiv
e function is falling existed. They don`t want to returned their driver`s license for their life turned in
convenient. Next, we developed test VFIT-EV which screens an older driver's fitness to drive. We got the 2
0 elderly to take VFIT-EV. As a result, we acquired the good re-test reliability. Next, we compared the re
sult for which VFIT-EV between behind the wheel assessment by certified driving instructor. As a result, w
e acquired the good validity. Finally, we compared the result for which VFIT-EV between traffic accidents 
of 13 taxi drivers. However, there was no relationship of a traffic accident between VFIT-EV.
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１．研究開始当初の背景 

（１）平成 20 年版の運転免許統計（警察庁）
によると交通事故死者数は減少しているが、
65 歳以上の高齢者が引き起こす事故は増加
しており、各年齢層のうちでもっとも構成比
が高い。また免許保有者数のうち 65 歳以上
の者が 1180 万人(14.7%)を占める。今後高齢
免許保有者が増加することは確実であり、ま
た、その中には認知機能が低下している者が
少なくないことが指摘されている。 

（２）その対策の一つとして免許更新時の認
知機能検査が 75歳以上に義務づけられたが、
この検査と運転適性の関係は未だ明らかに
されていない。そのため、危険な運転者が運
転を継続することや、地域によっては危険性
が少ない運転者の免許を奪う可能性も否定
できない。高齢者が生き生きと地域で生活す
るためには移動の自由を保障することは非
常に重要であり、特に地方では運転ができる
か否かが自立生活の生命線になっていると
推察される。一方、欧米では有効視野（Useful 

field of view,または Functional visual field）
という概念と運転適性との関係が明らかに
なりつつあり、実用化された測定装置が高齢
者や障害者の運転適性スクリーニングに用
いられている地域もある。しかし、本邦では
有効視野を測定する装置は市販されておら
ず、研究レベルでも高齢運転者を対象とした
研究は殆どない。本研究では研究代表者が開
発した有効視野測定装置を中心とした複数
の研究を実施し、高齢免許保有者の安全と移
動の自由を守りつつ、交通事故を減らし、よ
り良き交通社会の形成に寄与することを最
終目標としている。 

 

２．研究の目的 

（１）運転免許更新時に 75 歳を超える免許
保有者の実態調査を都市部と地方で実施す
る。都市部と地方では差異があるものの特に
地方では生活の為に運転を継続せざるを得
ない群が多く存在することが予測される。 

（２）我々が開発した短時間で簡便に有効視
野を測定する装置 VFIT（ヴィフィット）で
は 65 歳以上の高齢者を対象に有効視野を測
定することは困難であったため、その高齢者
版（VFIT-EV）を開発し、その信頼性を検証
する。健常高齢者に VFIT-EV および注意機
能や記憶を含むさまざまな認知機能検査も
あわせて実施し比較する。VFIT-EV は良好な
信頼性が得られ、認知機能検査のうち特に視
知覚機能に関する検査と VFIT-EV の成績に
関連があることが予測される。 

（３）一般高齢運転者の自動車教習所での実
車運転による教習指導員の評価と VFIT-EV

や認知機能検査の成績を比較し、その関係を
明らかにすることを目的とする。 

（４）高齢職業運転者の事故歴と VFIT-EV

や認知機能検査の成績を比較しその関係を
明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）自動車教習所で実施される高齢者講習
の受講者へのアンケート調査を実施する。対
象者は免許更新時に 75 歳を超える者で調査
に同意した者である。アンケートは先行研究
をもとに製作し、警察庁の協力を得て全国の
指定教習所などで実施する。アンケートの回
答項目には運転状況や自己認識の他、義務づ
けられている講習予備検査（認知機能検査）
の結果も含まれている。 
（２）高齢者用に VFIT を改良した VFIT-EV
を用いて高齢者（65 歳以上）の者の有効視野
を測定する。対象者は 20 名とする。また一
定の間隔をあけて再検査を行い、再テスト信
頼性を確認する。ミニメンタルステート検査
（以下 MMSE：認知機能スクリーニング検査）、
トレイルメーキングテスト（以下 TMT）等を
用いて認知機能を検査しその関係を調べる。 
（３）65 歳以上の高齢免許所持者 20 名を対
象として、指定自動車教習所にて法令で定め
られたコースを走行し、指導員により一定の
基準で採点された結果を得る。VFIT-EV およ
び MMSE、TMT 等を用いて認知機能を検査しそ
の関係を調べる。 
（４）65 歳以上の高齢職業運転者 13 名を対
象として、業務中の事故歴や運行状況の情報
を得る。VFIT-EV および MMSE、TMT 等を用い
て認知機能を検査しそれぞれの関係を調べ
る。 
 
４．研究成果 
（１）高齢免許所持者の実態調査では 24 の
都府県から 4299 人（男性 79%，女性 21%）の
回答を得た．平均年齢は 77.4 歳であった。
認知機能検査の結果は第 1分類（認知機能が
低下）が 8%、第 2 分類（認知機能がやや低下）
が 28.7%、第 3 分類（問題ない）が 56.7%で
あった（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 1：75 歳以上免許更新者の認知機能 
 
 注：回答総数には設問に無回答の者を含む

ため、総数と分類合計とは一致しない。 
 
運転頻度は「ほぼ毎日」と「週に数回」の者
を加えると 8割を超え、いわゆるペーパード
ライバーは 3%に過ぎなかった。また、「答え
たくない」者の数から推察すると認知機能が
低下している者は全体の 1割を超える可能性
が示唆された。（図２） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図２：75 歳以上免許更新者の運転頻度 
 
また、認知機能が低下し運転を継続している
者はそれ以外の者に比べて「周囲に公共交通
機関などの交通手段がない」「免許を返納す
るつもりはない」と回答する者が有意に多か
った（いずれも P>0.01）。さらに、都市部（4
都府県）と地方（20 県）では地方に在住する
者は認知機能が低下している者の比率が有
意に多かった（P>0.01）。本研究では 75 歳以
上の高齢免許更新者には都府県によって差
はあるものの、明らかに認知機能（特に見当
識および記憶）が低下した者が 1割程度いる
こと、および彼らが運転をやめると移動手段
が無くなるために免許を返納できない可能
性が明らかになった。特に地方では認知機能
の低下した高齢者に対する移動手段の支援
が今後ますます重要になると考えられた。 
（２）VFIT-EV を用いて健常高齢者（65 歳以
上）の有効視野を測定し、その再テスト信頼
性を確認した。この検査は難易度が Stage1
（最も易しい）から Stage4（最も難しい）ま
で 4 段階あり、Stage1 から順に実施するが、
Stage1 ～ 4 の 全 体 で は 良 好 な 再 現 性
(P=0.000)が認められた。しかし Stage１のみ
で の 再 現 性 は そ れ よ り や や 低 か っ た
（P=0.004）。これは本検査がある程度の慣れ
を必要とし、予め設定された練習課題だけで
は完全に慣れない高齢者がいるためと考え
られ、次期改良版作成のための課題となった。
また、認知機能検査との関係は MMSE とは認
められず、TMT とは相関が認められた
（P<0.05）。本研究では健常高齢者に対して
VFIT-EV が適切に有効視野を測定可能であり、
また再テストによる信頼性も高いことを明
らかにした。 
（３）65 歳以上の健康な高齢免許所持者 20
名（男性 16 名、女性 4 名、平均年齢 72.3±
4.9 歳を対象として、運転歴などのアンケー
ト調査、認知機能検査、有効視野検査、実車
評価を行った。実車評価は自動車教習所の所
内コースで教習指導員により行った。評価・
採点方法は修了検定の基準を基本として高
齢者向けにいくつかの改変を行ったものを
使用した。その結果、75 歳未満の 13 名と 75
歳以上 7 名を比較したところ、運転頻度や事
故経験などの運転状況や MMSE、TMT（検査 A）、
有効視野検査、実車評価の結果には差が認め
られなかった。しかし TMT（検査 B）には有

意差が認められた（P>0.05）。次に MMSE のカ
ットオフ値による認知機能に低下の疑いが
ある者 4 名とそれ以外の者 16 名を比較した
ところ、ウェクスラー成人知能検査の符号課
題及び VFIT-EV の自己抑制指標（False 
Alarm）にのみ有意差が認められた（P>0.01）。
また、実車成績の中間値を基準として中間値
より成績の良い者 11 名と成績の悪い者 9 名
で比較したところ VFIT-EVの有効視野成績に
のみ有意差が認められた（P>0.05）。本研究
では VFIT-EV による有効視野検査の成績が運
転適性と関連があることを明らかにした。こ
のことにより、一般高齢運転者における加齢
や疾患による運転適性の低下を VFIT-EV を用
いて短時間でスクリーニング出来る可能性
を示した。 
（４）65 歳以上の高齢タクシー運転者 13 名
の業務中における、走行キロ数、1 年あたり
の事故件数、第 1当事者事故件数などの運転
状況と、認知機能検査成績、有効視野検査成
績との関係を調べた。その結果、年齢と
VFIT-EV の自己抑制指標（False Alarm）や
（P>0.05）MMSE と VFIT－EV の有効視野成績
（P>0.01）に有意な正の相関、TMT（A および
B）と VFIT－EV の有効視野成績に負の有意な
相関が認められたものの、１年当たりの事故
件数などと認知機能の関係は認められなか
った。この背景には今回の対象者が 6か月毎
に雇用契約を更新される条件であり、認知機
能の低下が原因で事故頻度の高くなった運
転者がすでに排除されていた可能性が考え
られた。また、13 名中 3 名が MMSE のカット
オフ点以下の成績であったが、彼らの事故頻
度が高いわけではなかった（表 1） 
 
  表 1：認知機能の低下と事故頻度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これは今回の対象者が月間 2000Km 以上乗務
しており、人通りの多い商店街や駅前など、
課題難易度が高い場所を通行することも多
いため、認知機能の低下がフィードバックさ
れる機会が多く、適切な自覚があるのではと
考えられた。彼らは低下した自身の能力を知
った上で、この仕事を続けるために自らの運
転行動を変容させ、適応的、慎重な運転行動
が形成された為、結果として事故が多くなら
なかった可能性が考えられた。しかし今後の
課題として、さらに多くの対象者や同じ職業
運転者でも貨物自動車の運転者の検討が必
要であり、認知機能が低下していても事故を
起こしていない者の実際の運転の場での行



動の特徴を掴む必要があると考えられた。 
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